
司会：原田さとみ

主催 ： 愛知県

愛知県は、海や川を、最も有効に活用し、かつ愛知県民に親しんでもらうために、2011年から長良川河口堰、設楽ダム及び三河湾に
ついて、専門的な検討を行うとともに、その会合を県民の方々に公開してきました。このシンポジウムは、その成果を踏まえて、悠久の
海・川と人が、現在だけでなく、将来を見据えて、末永くどのように付き合っていくかについて、県民目線で考えるシンポジウムです。

基調講演

3 パネルディスカッション

保屋野 初子 氏 ［ジャーナリスト、都留文科大学非常勤講師］

講演

講演

講演

大村 秀章 愛知県知事
テーマ「万博・生物多様性COP10・ESD：愛知県と豊かな海・川」(仮題)

テーマ「欧米諸国における河川と人々とのサステナブルな付き合い」

テーマ「命と環境、未来を守る流域治水政策の挑戦-滋賀県知事としての経験から-」

嘉田 由紀子 氏 ［びわこ成蹊スポーツ大学学長、前滋賀県知事］

今本 博健 氏 ［京都大学名誉教授］　　　 小島 敏郎 氏 ［愛知県政策顧問・青山学院大学教授］
鈴木 輝明 氏 ［名城大学大学院特任教授］ 　　保屋野 初子 氏 ［ジャーナリスト、都留文科大学非常勤講師］
嘉田 由紀子 氏 ［びわこ成蹊スポーツ大学学長、前滋賀県知事］

アイリス愛知
■名古屋市中区丸の内2-5-10  ■TEL 052-223-3751

会　場

アクセス
地下鉄桜通線「丸の内駅」①番出口から徒歩約８分
名古屋高速都心環状線・丸の内ＩＣより約５分

［電車］
［お車］

ESDシンポジウム

総合司会：原田さとみ

アイリス愛知 2Fコスモス会 場 200名定 員

時 間 14:30～17:3010月26日
平成

26年 日

開会講演
オープニング・アドレス
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このシンポジウムは、ESDユネスコ国際会議の

一環として開催します。

駐車場に限りがありますので、公共交通機関でお越しください。



大阪府大阪市生まれ。1963年京都大学大学院工
学研究科修士課程土木工学専攻修了。
現在、京都大学名誉教授。水工技術研究所代表。
専門は実験水理学・河川工学・防災工学。

プロフィール

今本 博健 氏 ［京都大学名誉教授］
岐阜県多治見市生まれ。東京大学法学部卒業。
1973年環境庁に入庁。環境省退官後の現在は、
財団法人地球環境戦略研究機関シニアフェロー、
青山学院大学国際政治経済学部教授（環境政策）、
名古屋市経営アドバイザー、愛知県政策顧問、弁
護士、早稲田リーガルコモンズ法律事務所シニア
カウンセルなどを務める。

小島 敏郎 氏 ［愛知県政策顧問・青山学院大学教授］

名古屋市生まれ、名城大学大学院総合学術研究
科特任教授、農学博士。国土交通省中部地方整
備局伊勢湾再生海域検討会三河湾部会、三河湾
流域圏会議、矢作川流域圏懇談会の委員を務め
る。著書に「水産の21世紀　海から拓く食料自給」
（分担執筆　京都大学学術出版会、2010）、「環境
配慮・地域特性を生かした干潟造成法」
（分担執筆　恒星社厚生閣,2007）など

鈴木 輝明 氏 ［名城大学大学院特任教授］
長野県上田市生まれ。筑波大学卒業。法政大学
大学院社会科学研究科修士課程修了（政治学）。
2011年東京大学大学院新領域創成科学研究科
社会文化環境学専攻修了（環境学博士）。現在は、
ジャーナリストとして水道・河川・自然保護を中心
に国内外の環境問題についての執筆活動のほか、
都留文科大学社会学科非常勤講師や日本自然保
護協会理事などを務める。

保屋野 初子 氏 ［ジャーナリスト、都留文科大学非常勤講師］

埼玉県本庄市生まれ、京都大学農学部を卒業、1975
年米ウイスコンシン大学修士課程修了、1981年京都
大学大学院農学研究科博士課程を修了。滋賀県立
琵琶湖博物館総括学芸員、京都精華大学人文学部
教授を歴任し、2006年7月滋賀県知事選に当選して
全国で5人目の女性知事となる。知事を勇退後、平成
26年10月1日よりびわこ成蹊スポーツ大学の学長に
就任予定。

嘉田 由紀子 氏  ［びわこ成蹊スポーツ大学学長、前滋賀県知事］

参加申込書（兼参加証）

◆電子メール、ＦＡＸによりお申込み下さい。　◆定員になり次第、申込みを締め切らさせていただきます、定員を超えた場合連絡をいたします。
◆事前申込をお願いしておりますが、当日参加も可能です。ただし、定員を超えた場合、入場をお断りすることがあります。準備の都合上、事前申込の方を優先しますので、資料
　が足りない場合はご了承ください。
◆受講票などの送付はありません、直接会場へお越しいただき、受付でこの参加証をご提示いただくか、お名前をお伝えください。
◆シンポジウムの際、アンケートへのご協力をお願いします、筆記具をご持参ください。　◆ご記入いただいた個人情報は、シンポジウムに関してのみ利用させていただきます。

［申込期日］　平成26年9月29日（月） ～ 平成２６年１０月２３日（木）［必着］

お問い合わせ先 愛知県 地域振興部 土地水資源課 企画・調整グループ　電話 ： 052-954-6122

電子メール送信先  tochimizu@pref.aichi.lg.jp　FAX 送信先   052-961-3293

参加者氏名
ふりがな

住所 〒

電話番号（携帯可） E-mail（お持ちの場合）

海 ・ 川 ・ 人の つきあい方
サステナブルな


